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当初予算審査
補正予算審査
委員会報告
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新
議
員
紹
介
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任任任

さ

就就就就就就
任任任任任任
ああああ
いいいい
さ
つつつつ

就就就就就就
任任任任任任
ああああ
いいいい
さ
つつつつ

 

議
会
議
長

栗
原
　
保
博
（
無
現
）
産
業

　

こ
の
度
の
、
市
議
会
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
に
就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
務
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
18
年
３
月
に
合
併
を
い
た
し

ま
し
て
９
年
目
を
迎
え
て
お
る
わ
け
で
す
が
、

財
政
面
で
の
合
併
の
恩
恵
も
残
り
数
年
と
な
り
、

市
の
財
政
は
、
今
後
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
お
き
ま
し
て
、
財
政

の
健
全
化
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
防
災
対
策
、
等
々
市
政
の
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
市
民
を
代
表
し
て
、
執
行

部
と
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
市
政
の

諸
課
題
や
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
政
策
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
有
効
な
政
策
を
推
進
し
、

市
民
の
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
常
に
全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

議
会
副
議
長

鈴
木
　
直
一
（
無
現
）
福
祉

　

こ
の
度
の
市
議
会
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

副
議
長
の
要
職
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
、
安
全
で
安
心
で
き
る

く
ら
し
と
、
活
力
あ
る
南
房
総
市
の
実
現
に
向

け
ま
し
て
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努

め
、
議
長
と
と
も
に
議
会
の
機
能
が
十
分
発
揮

で
き
る
よ
う
、
全
力
で
頑
張
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市議会 3期目がスタート

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

４月20日に行われた任期満了に伴う市議会議員一般選挙で、20人の新たな議員が決定し
ました。任期は平成26年４月23日から平成30年４月22日までの４年間です。

　

ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
議
席
順
、
敬
称
略
、
年
齢
は
５
月
22
日
現
在
）
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新
議
員
紹
介

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

髙
木
　
幹
男

長
谷
川

　
博

青
木
　
建
二

寺
澤
　
利
郎

川
上
　
　
清

飯
田

　
彰
一

　
　
貞
夫

川
名
　
晴
作

青
木
　
正
孝

羽
山
　
和
夫

新しい議会構成は、
裏表紙「みてみてここ
が変わる」に掲載して
います。

木
曽
　
貴
夫

真
木
　
利
幸
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

市
長
施
政
方
針

　平成２６年第１回（３月）定例会が、２月１７日から３月１２日までの２４日間開催され、承認案件1件、条例議
案１２件、一般議案２件、予算案件１６件、人事案件３件、発議案１件を審議しました。採決の結果、すべて原案
のとおり可決すべきものと決定しました。今回の議会で決まった主な会計別予算と、議決結果は、次のとおりです。

会　計　名 平成２６年度予算額① 平成２５年度予算額② 増減額①－②

一 般 会 計 221億 4,200万円 197億 3, 006万円 24億 1,194 万円

国民健康保険特別会計 66 億 3,969万円 66億 　780万円 3,189万円

後期高齢者医療特別会計 5億 2,759万円 5億 　166万円 2,593万円

介 護 保 険 特 別 会 計 48 億 1,019万円 47億 　951万円 1億      68 万円

平成２6年度　主な会計別予算
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

平成26年南房総市議会   第１回定例会提出議案議決結果
議案種類 件　　　名 議決結果 付託委員会

承 認 第 1 号 専決処分の承認を求めることについて 
( 財産の取得についての議決の一部変更について )

原案承認 
全会一致 予算審査特別

議 案 第 1 号 南房総市附属機関設置条例の制定について 原案可決 
全会一致 総 務

議 案 第 2 号 南房総市幼保一体施設設置条例の制定について 原案可決 
全会一致 総 務

議 案 第 3 号 南房総市観光インフォメーションセンターの設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決 
全会一致 産 業

議 案 第 4 号 南房総市行政組織条例及び南房総市水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案可決 
全会一致 総 務

議 案 第 5 号 南房総市社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
全会一致 総 務

議 案 第 6 号 南房総市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決 
全会一致 総 務

議 案 第 7 号 南房総市防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
賛成多数 福 祉

議 案 第 8 号 南房総市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
賛成多数 福 祉

議 案 第 9 号 南房総市病院の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
全会一致 福 祉

議案第 10 号 南房総市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
全会一致 産 業

議案第 11号 契約の変更について 
（南房総市立富山中学校校舎等解体及び富山小中学校校舎等建設工事（建築工事））

原案可決 
全会一致 －

議案第 12 号 市道路線の変更について 原案可決 
全会一致 産 業

議案第 13 号 平成 25 年度南房総市一般会計補正予算 ( 第 8号 ) 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 14 号 平成 25 年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 3号 ) 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 15 号 平成 25 年度南房総市後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 1号 ) 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 16 号 平成 25 年度南房総市介護保険特別会計補正予算 ( 第 2号 ) 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 17 号 平成 25年度南房総市水道事業会計補正予算 (第 4号 ) 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 18 号 平成 26年度南房総市一般会計予算 原案可決 
賛成多数 予算審査特別

議案第 19 号 平成 26年度南房総市国民健康保険特別会計予算 原案可決 
賛成多数 予算審査特別

議案第 20 号 平成 26年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 
賛成多数 予算審査特別

議案第 21号 平成 26 年度南房総市介護保険特別会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 22 号 平成 26 年度南房総市滝田財産区特別会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 23 号 平成 26 年度南房総市北三原財産区特別会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 24 号 平成 26 年度南房総市南三原財産区特別会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 25 号 平成 26 年度南房総市公共用地取得事業特別会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 26 号 平成 26 年度南房総市国保病院事業会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 27 号 平成 26 年度南房総市水道事業会計予算 原案可決 
全会一致 予算審査特別

議案第 28 号 南房総市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
全会一致 総 務

議案第 29 号 南房総市とみうら元気倶楽部の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

原案可決 
全会一致 総 務

議案第 30 号 平成 25 年度南房総市一般会計補正予算 ( 第 9号 ) 原案可決 
全会一致 予算審査特別

諮問第 1～ 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案可決 
全会一致 －

発 議 第 1 号 南房総市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 
全会一致 －
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平
成
26
年
３
月
４
日
、

５
日
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
招
集
し
、
議
長
を

除
く
全
議
員
で
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
移
住
・
定
住
者
対
策
事
業

問　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業

の
実
績
と
登
録
件
数
は
。

企
画
政
策
課
長　

現
在
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数

は
10
件
で
、
契
約
し
た
の

は
７
件
で
す
。

○ 

元
気
倶
楽
部
管
理
運
営

事
業

問　

元
気
倶
楽
部
の
管
理

運
営
は
今
後
ど
う
な
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

元
気
倶

楽
部
は
17
時
15
分
に
１
度

閉
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
元
気
倶
楽
部
と
駐

車
場
の

を
貸
し
出
し
ま

す
の
で
、
夜
間
利
用
は
可

能
で
す
。

平成２６年度南房総市一般会計予算

　　　     221 億 4,200 万円一般会計 総
額

当
初
予
算　

た
だ
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
の
夜
間
利
用
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○ 

幼
保
一
体
化
施
設
整
備

事
業

問　

千
倉
幼
保
一
体
化
施

設
整
備
費
の
６
億
１
２
９
４

万
円
の
内
訳
は
。

教
育
総
務
課
長　
１
階
が
保

育
所
、
２
階
が
幼
稚
園
と

な
り
ま
す
。
２
階
へ
直
接

上
が
れ
る
階
段
の
整
備
、

外
壁
全
面
の
塗
装
、
敷
地

内
へ
の
道
路
整
備
、
幼
稚

園
用
プ
ー
ル
の
建
設
、
屋

上
の
防
水
、
建
具
の
改
修
、

将
来
避
難
所
を
予
定
し
て

い
る
３
階
の
改
装
、
１
階

中
央
部
分
の
遊
戯
室
の
建

設
、
そ
の
他
の
経
費
を
含

め
建
設
費
と
し
て
６
億
１
２

９
４
万
円
で
す
。

問　

富
浦
幼
保
一
体
化
施

設
整
備
事
業
だ
が
、
現
在

の
幼
稚
園
、
保
育
所
を
改

修
し
た
場
合
の
費
用
は
。

教
育
総
務
課
長　

幼
稚
園

改
修
が
１
億
７
８
０
０
万

円
、
保
育
所
が
１
億
８
０
０
万

円
、
改
修
中
の
仮
設
園
舎

が
約
４
千
万
円
掛
か
り
ま

す
。

問　

市
全
体
の
幼
保
施
設

配
置
の
考
え
方
は
。

教
育
長　

幼
稚
園
、
保
育

所
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑

な
移
行
を
目
指
す
点
か
ら
、

小
学
校
区
で
１
園
を
基
本

と
考
え
ま
す
。

問　

朝
夷
小
学
校
校
舎
改

修
の
６
億
円
は
、
経
費
が

掛
か
り
す
ぎ
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

設
計
上
は
６
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
執

行
ま
で
ま
だ
ま
だ
削
減
余

地
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
十
分
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
費

問　

運
行
系
統
、
乗
務
員
、

車
両
の
体
制
は
。

教
育
総
務
課
長　

平
成
25

年
度
は
10
台
で
す
が
、
平

成
26
年
度
は
ス
ク
ー
ル
バ

とみうら元気倶楽部

総
務
委
員
会
所
管
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当
初
予
算

ス
22
台
、
混
乗
バ
ス
２
台

を
委
託
し
ま
す
。

　

運
転
者
は
、
市
内
の
人

を
優
先
的
に
雇
用
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

○
消
防
施
設
費

問　

不
審
火
が
多
い
が
、

消
防
ホ
ー
ス
と
、
消
火
栓

ホ
ー
ス
の
補
充
予
定
は
。

消
防
防
災
課
長　

消
防
ホ
ー

ス
は
26
年
度
に
各
分
団
へ

10
本
、
次
年
度
か
ら
段
階

的
に
５
本
ず
つ
配
付
し
ま

す
。
消
防
ポ
ン
プ
車
に
は

新
し
い
ホ
ー
ス
を
積
み
込

み
、
消
火
栓
に
は
、
ポ
ン

プ
車
に
搭
載
し
て
あ
っ
た

ホ
ー
ス
を
古
い
順
に
配
備

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
自

主
防
災
組
織
と
消
防
団
か

ら
の
要
望
が
あ
っ
た
分
を
、

極
力
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

消
防
ポ
ン
プ
車
を
２

台
購
入
す
る
が
、
ど
の
程

度
の
も
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

千
倉
の
第

２
分
団
、
和
田
の
第
１
分

団
の
19
年
経
過
し
た
車
両

を
、
同
じ
大
き
さ
の
性
能

を
向
上
さ
せ
た
車
両
に
し

ま
す
。

問　

狭
い
道
に
も
入
れ
る

小
型
の
消
防
車
も
必
要
で

は
。

消
防
防
災
課
長　

25
年
度
、

富
浦
に
軽
可
搬
ポ
ン
プ
積

載
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

○ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
問　

来
年
度
も
入
通
院
が

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
、
入
院
が
中
学

校
３
年
生
ま
で
だ
が
、
館

山
市
は
８
月
か
ら
小
学
校

６
年
生
ま
で
通
院
を
拡
大

す
る
。
当
市
の
対
応
は
。

平成 26年度　一般会計予算内訳

歳入 歳出
市 税 38 億 1,606 万円 市 債 31 億 6,860 万円
地方交付税  95 億円 そ の 他 23 億 6,740 万円
国県支出金 32 億 8,994 万円 合 計 221 億 4,200 万円

人 件 費 41 億 8,076 万円 補 助 費 等 26 億 3,119 万円
扶 助 費 23 億 1,578 万円 投資的経費 37 億 3,164 万円
公 債 費 34 億 2,154 万円 そ の 他 22 億 5,900 万円
物 件 費 36 億 0,209 万円 合 計 221 億 4,200 万円

市税
17.2%
市税
17.2%

地方交付税
42.9%
地方交付税
42.9%

国県支出金
14.9%
国県支出金
14.9%

市債
14.3%
市債
14.3%

その他
10.7%

投資的
経費
16.8%

人件費
18.9%
人件費
18.9%

扶助費
10.5%
扶助費
10.5%

公債費
15.4%
公債費
15.4%物件費

16.3%
物件費
16.3%

補助費等
11.9%
補助費等
11.9%

その他
10.2%
その他
10.2%

軽可搬ポンプ積載車

福
祉
委
員
会
所
管
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○
観
光
ト
イ
レ
管
理
事
業

問　

新
設
は
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
千
倉
漁
港
周
辺

に
地
域
づ
く
り
協
議
会
か

ら
イ
ベ
ン
ト
用
の
ト
イ
レ

が
必
要
と
の
要
望
が
あ
る
。

設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

漁
港
区
域
な
の

で
、
漁
協
や
関
係
機
関
と

協
議
が
必
要
で
す
が
、
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
幼
保
一
体
化
施
設
な
ど
の

普
通
建
設
事
業
費
が
多

く
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
給

食
の
民
間
委
託
に
疑
問
が

あ
り
ま
す
。
中
学
教
育
振

興
費
の
当
初
予
算
で
の
支

出
、
生
き
が
い
活
動
通
所

当
初
予
算

社
会
福
祉
課
長　
６
年
生
ま

で
の
通
院
の
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、
検
討
し
て
い

ま
せ
ん
。

問　

近
隣
市
で
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
当
市
で
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
部
長　

現
時
点
で

の
考
え
方
は
、
多
少
の
負

担
を
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
実
施
を
し
て
い
け
た
ら

よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

問　

平
成
26
年
度
の
目
玉

と
な
る
事
業
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

新

た
な
事
業
と
し
て
は
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
が
３
月
に
認

定
を
受
け
る
の
で
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
森
林
浴
を

兼
ね
た
新
た
な
観
光
ツ
ー

ル
と
し
て
積
極
的
に
売
り

込
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

昨

年
は
観
光
協
会
主
催
で「
お

も
て
な
し
の
研
修
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

集
客
に
つ
い
て
は
、
自

転
車
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
観
光
協

会
や
教
育
委
員
会
と
相
談

し
な
が
ら
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ちくら港朝市

○
畜
産
業
費

問　

円
安
に
よ
る
穀
物
相

場
高
騰
の
影
響
で
、
酪
農

業
全
体
で
売
り
上
げ
が

７
％
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、

そ
の
対
策
は
ほ
と
ん
ど
さ

れ
て
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
が
続
く
中
で
、
今
後
の

総
合
的
な
対
策
は
。

農
林
水
産
課
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

動
向
も
ま
だ
不
確
定
要
素

が
あ
り
、
国
の
施
策
も
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
、
当
市
で
も
「
第
一
次

産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て

重
点
助
成
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
の
骨
格

予
算
で
は
、
計
上
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
自

給
飼
料
の
生
産
コ
ス
ト
低

減
・
安
定
供
給
に
向
け
事

業
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

産
業
委
員
会
所
管

反
対
討
論

ロード⑥ 
富山 伏姫・八犬伝の道

ロード⑦
大房岬・海と自然と歴史の道 

 
沢山不動滝の道

ロード①
花嫁街道・黒滝の道

ロード③
おんだら山の道

ロード
安馬谷（あんばや）

里山の道 

ロード④
千葉県最南端を望む城山の道

森林セラピー基地（市内全域）
セラピーロード位置図
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事
業
運
営
も
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
住
民
の
社
会

保
障
へ
の
期
待
も
高
く
、

予
算
額
は
０・５
％
増
と
な

り
ま
す
が
、
安
定
的
な
国

保
事
業
運
営
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に

賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎ 
平
成
26
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

問　

保
険
料
率
と
均
等
割

額
の
前
年
度
と
の
比
較
は
。

安
定
化
基
金
の
繰
り
入
れ

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

保
険
年
金
課
長　

平
成
26

年
度
・
27
年
度
の
保
険
料

率
は
、
均
等
割
が
３
万
８

７
０
０
円
、所
得
割
は
、７・

43
％
で
０
・
14
％
の
増
で

す
。
限
度
額
は
57
万
円
で

２
万
円
の
増
で
す
。

　

安
定
化
基
金
は
、
平
成

25
年
度
末
残
高
が
約
65
億

円
の
見
込
み
で
、
保
険
料

率
上
昇
抑
制
に
は
活
用
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

予
算
上
は
５・２
％
増
だ

が
、
保
険
料
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

県
や
国
に
対
し
財
政
安
定

化
基
金
取
り
崩
し
に
よ
る

保
険
料
抑
制
を
求
め
る
こ

と
を
要
求
し
、
反
対
す
る
。

　

運
営
主
体
で
あ
る
千
葉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
組
織
の
加
入
団
体
と

し
て
、
必
要
な
予
算
を
計

上
し
た
も
の
で
あ
り
、
妥

当
な
予
算
と
判
断
し
、
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
26
年
度
滝
田
財
産

区
・
北
三
原
財
産
区
・

南
三
原
財
産
区
特
別
会

計
予
算

問　

役
員
の
任
期
、
選
出

方
法
、
具
体
的
な
業
務
は
。

財
政
課
長　

任
期
４
年
で
、

当
該
財
産
区
に
３
カ
月
以

上
住
所
を
有
し
、
市
議
会

議
員
の
被
選
挙
権
を
有
す

る
人
の
中
か
ら
市
長
が
選

任
し
、
議
会
の
同
意
が
必

要
で
す
。

総
務
部
長　

財
産
の
管
理
、

処
分
、
施
設
の
廃
止
の
み

が
業
務
で
す
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
26
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
、
公
共
用
地

取
得
事
業
特
別
会
計
、

国
保
病
院
事
業
会
計
、

水
道
事
業
会
計
予
算
は

質
疑
は
な
く
、
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

当
初
予
算

事
業
の
打
ち
切
り
に
も
反

対
す
る
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
委

託
、
富
浦
幼
保
一
体
化
施

設
整
備
、
元
気
倶
楽
部
管

理
運
営
事
業
等
、
中
身
の

見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
反
対
す
る
。

　

４
月
に
市
長
選
挙
を
控

え
、
骨
格
予
算
と
し
て
編

成
さ
れ
、
経
常
的
経
費
の

ほ
か
、
切
れ
目
な
い
事
業

展
開
が
期
待
さ
れ
る
事
業

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
や
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
達
の
教
育
環
境
の
拡

充
や
地
域
の
安
全
・
安
心

を
図
る
等
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
予
算
で
あ
る
の

で
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
26
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
税

問　

税
額
は
、
前
年
度
の

本
算
定
に
対
し
い
く
ら
か
。

ま
た
、
短
期
保
険
証
、
資

格
証
明
書
の
留
め
置
き
件

数
は
。

保
険
年
金
課
長　

平
成
26

年
度
の
税
額
は
、
１
人
当

た
り
９
万
９
６
９
８
円
で
、

３
・
65
％
の
負
担
増
で
す
。

３
月
１
日
現
在
で
短
期
保

険
証
は
３
９
４
世
帯
、
資

格
証
明
書
は
80
世
帯
、
合

計
４
７
４
世
帯
で
す
。

　

今
回
の
予
算
案
で
は
、

医
療
分
は
引
き
上
げ
な
い

と
い
う
こ
と
だ
が
、
全
体

で
３
・
65
％
と
い
う
引
き

上
げ
で
あ
る
。

　

２
億
１
７
０
０
万
円
ほ

ど
あ
る
財
調
の
活
用
を
求

め
て
、
反
対
す
る
。

平成26年度公営企業会計予算

項　　目 水道事業会計 国保病院事業会計

収　
　
　

 

益

収　

入
16 億  121 万円 5億 9,255 万円

支　

出
15 億 2,877 万円 5億 9,255 万円

資　
　
　

 

本

収　

入
 2 億 4,592 万円    2,227 万円

支　

出
4 億  918 万円    3,262 万円

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論
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撤去予定の富山小体育館天井部分

補
正
予
算

が
、
中
学
校
は
実
施
し
な

い
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

当
初
予

算
で
健
田
小
・
富
浦
小
学

校
と
丸
山
中
学
校
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

◎ 

水
道
事
業
会
計
補
正

（
第
４
号
）

問　

浄
水
場
の
集
中
監
視

シ
ス
テ
ム
の
設
備
工
事
は

25
年
度
・
26
年
度
の
事
業

だ
が
、
進
捗
状
況
は
。

水
道
課
長　

機
器
の
製
造

問　

七
浦
小
の
繰
上
償
還

が
２
億
６
千
万
円
あ
る

が
、
こ
の
利
率
は
。

　

ま
た
、
あ
と
何
年
償
還

が
残
っ
て
い
る
か
。

財
政
課
長　

借
入
れ
利
率

は
、平
均
１・７
％
程
度
で
、

最
終
の
償
還
年
度
が
平
成

34
年
度
ま
で
で
し
た
。

問　

非
常
備
消
防
費
、
火

災
の
増
加
に
よ
る
追
加
補

正
１
５
３
２
万
円
は
、
当

然
放
火
だ
と
思
う
が
、
ま

だ
犯
人
像
は
絞
ら
れ
て
こ

な
い
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

千
倉
の

平
磯
区
、
千
田
区
で
は
、

自
警
団
等
を
作
り
、
消
防

団
、
安
房
消
防
、
警
察
等

と
の
協
力
体
制
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
等
は
行
っ
て
い
ま

す
が
、
警
察
か
ら
犯
人
の

特
定
に
関
す
る
情
報
は
、

入
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

平成 25年度南房総市一般会計補正予算（第８号）
一般会計補正　16 億 2,923 万円追加

230億 2,019万円総
額

問　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点

施
設
整
備
事
業
、
４
千
万

円
減
額
だ
が
、
今
後
の
事

業
展
開
と
見
通
し
は
。

市
長　

現
在
検
討
中
で
、

正
式
に
話
せ
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
い
段

階
で
新
し
い
考
え
方
を
ま

と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
２
０
２
０
年
に
来
る

が
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

市
長　

３
市
１
町
の
観
光

圏
の
枠
組
み
を
使
っ
て
情

報
発
信
し
て
い
く
と
い
う

話
し
合
い
を
し
て
お
り
、

前
向
き
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎ 
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

９
号
）

問　

富
山
小
・
白
浜
小
・

和
田
小
学
校
屋
内
運
動
場

天
井
等
撤
去
工
事
が
あ
る

は
予
定
通
り
で
、
３
月
13

日
に
検
査
を
行
い
ま
す
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３

号
）・
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）・
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

小向浄水場に導入予定の集中監視システム

総
　
務
　
部

教
育
委
員
会

市
民
生
活
部
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委 員 会 報 告

幼保一体施設
設置条例を制定

　

平
成
26
年
３
月
３
日
、

総
務
委
員
会
を
招
集
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

附
属
機
関
設
置
条
例
の

制
定

問　

こ
の
条
例
を
制
定
す

る
理
由
は
。

総
務
課
長　

附
属
機
関
は
、

条
例
で
規
定
し
設
置
す
る

も
の
で
す
が
、本
市
で
は
、

規
則
や
要
綱
で
規
定
を
し

て
い
る
協
議
会
等
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
条
例
規
定
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎ 

幼
保
一
体
施
設
設
置
条

例
の
制
定

問　

第
１
条
に
「
幼
稚
園

と
保
育
所
と
が
、
連
携
し

て
、
継
続
か
つ
一
貫
し
た

教
育
及
び
保
育
を
行
う
た

め
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

機
能
を
包
括
し
た
一
体
的

な
施
設
を
設
置
す
る
」
と

総
務

あ
る
が
、
旧
７
町
村
、
同

じ
よ
う
な
方
向
で
進
む
の

か
。

教
育
長　

建
設
時
期
や
民

間
の
意
向
等
、
時
期
は
、

ず
れ
ま
す
が
、
旧
７
町
村

同
じ
よ
う
な
体
制
で
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

白
浜
地
区
も
幼
保
一

体
で
進
め
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
時
期
は
。

教
育
長　

白
浜
地
区
も
同

じ
考
え
で
す
。
時
期
は
、

相
手
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

話
し
合
い
の
途
中
で
す
の

で
、確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎ 

社
会
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

問　

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
計
画
で
は
、
八

束
体
育
館
を
活
用
す
る
方

向
に
な
っ
て
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
経
過
で
幼
保
一

体
施
設
を
優
先
し
た
の

か
。

教
育
長　

施
設
を
す
べ
て

残
す
こ
と
が
前
提
で
は
な

く
、
政
策
的
な
考
え
方
や

優
先
度
の
中
で
時
々
に
応

じ
て
考
え
て
い
く
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
合
的
に
考
え
た
結
果
、

旧
八
束
小
跡
地
に
幼
保
一

体
施
設
を
建
て
る
判
断
を

し
ま
し
た
。

問　

体
育
館
を
残
し
て
幼

保
一
体
施
設
と
併
せ
て
使

え
な
い
の
か
。

教
育
長　

富
浦
地
区
に

は
、
富
浦
体
育
館
を
は
じ

め
、富
浦
中
学
校
体
育
館
、

富
浦
小
学
校
体
育
館
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
体
育
施
設

と
し
て
使
用
す
る
に
は
、

改
修
費
や
維
持
費
、
駐
車

場
等
の
整
備
も
必
要
で
す

の
で
、
幼
保
一
体
施
設
と

の
併
用
は
、
難
し
い
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎ 

行
政
組
織
条
例
及
び
南

房
総
市
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
社
会
教
育

委
員
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
公
民
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。 建設中の三芳こども園

委
員
会
報
告
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委
員
会
報
告

委 員 会 報 告

防災会議をさらに強化
　

平
成
26
年
３
月
３
日
、

福
祉
委
員
会
を
招
集
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

防
災
会
議
条
例
の
一
部

改
正

問　
「
自
衛
隊
の
自
衛
官

の
内
か
ら
市
長
が
任
命
す

る
者
」
と
あ
る
が
、
今
ま

で
自
衛
隊
は
防
災
会
議
に

出
て
い
た
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

今
ま
で

は
出
て
い
ま
せ
ん
。

問　

今
回
の
改
正
で
実
務

上
変
わ
る
点
は
。

消
防
防
災
課
長　

東
日
本

大
震
災
の
経
験
か
ら
、
大

規
模
災
害
時
の
自
衛
隊
の

活
動
が
、
人
命
救
助
や
復

興
活
動
に
お
い
て
重
要
だ

と
再
認
識
し
、
更
な
る
連

携
を
深
め
る
た
め
に
、
自

衛
隊
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
よ
り
良
い
市
の
防
災

対
策
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

福
祉

　

自
衛
隊
の
非
常
時
に
お

け
る
緊
急
出
動
は
必
要
だ

が
、
日
常
的
な
活
動
の
関

与
に
つ
い
て
は
賛
同
で
き

な
い
。

　

市
の
主
体
的
な
対
応
が

基
本
だ
と
思
う
の
で
、
改

正
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎ 

子
ど
も
医
療
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　

所
得
制
限
を
設
け
る

こ
と
で
、
対
象
外
と
な
る

の
は
、
何
人
か
。
ま
た
、

対
象
外
と
な
る
所
得
の
境

目
は
い
く
ら
か
。

社
会
福
祉
課
長　

県
の
補

助
要
綱
に
準
じ
た
形
で
、

児
童
手
当
の
所
得
制
限
に

準
拠
し
ま
す
。

　

12
月
診
療
月
時
点
で
、

所
得
制
限
を
超
え
る
人
は

38
世
帯
、
55
人
で
、
そ
の

内
小
学
校
３
年
生
以
下
が

37
人
、
４
年
生
以
上
が
18

人
で
す
。
所
得
制
限
の
限

度
額
は
、
扶
養
親
族
が
無

い
場
合
に
は
、
６
２
２
万

円
以
上
で
す
。

　

所
得
制
限
を
設
け
る

と
、
助
成
を
受
け
ら
れ
る

人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の

間
に
境
目
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
、
境
目
上
に
あ
る

人
と
の
間
で
平
等
性
が
担

保
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く

い
た
め
、
こ
の
議
案
に
反

対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

◎ 

病
院
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

南房総市防災会議の様子

反
対
討
論

反
対
討
論
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平
成
26
年
２
月
28
日
、

産
業
委
員
会
を
招
集
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

問　

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設

経
費
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

建

築
面
積
は
１
０
６
・
６
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
12
月
26

日
に
契
約
を
結
び
、
請
負

額
は
２
３
７
８
万
円
で

す
。
現
在
基
礎
工
事
が
終

わ
り
、
設
備
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　

今
後
Ｊ
Ｒ
の
駅
に
あ

る
観
光
案
内
所
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

基

本
的
に
案
内
機
能
は
、
道

の
駅
８
カ
所
を
主
体
に
実

施
し
て
い
く
考
え
で
す

産
業

が
、
千
倉
駅
、
岩
井
駅
の

観
光
案
内
所
は
、
残
し
て
い

く
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

問　

案
内
機
能
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会

も
同
じ
方
向
性
な
の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

現

在
、
観
光
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
検
討
し
て
い
ま
す

の
で
、
市
と
し
て
も
連
絡

を
密
に
し
、
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

問　

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
市
の

職
員
は
常
駐
す
る
の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

市

の
直
営
と
い
う
形
に
な
り

ま
す
の
で
、
市
の
職
員
が

か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
な

り
ま
す
が
、
常
駐
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

今
後
外
国
人
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
そ
の
対
応
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

外

国
人
観
光
客
へ
の
対
応

は
、
観
光
協
会
で
も
外
国

語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
集
客
を
進
め
て
い

観光インフォメーション
センターを新設

委
員
会
報
告

委 員 会 報 告

元気倶楽部隣にできた観光インフォメーションセンター

る
と
こ
ろ
で
す
。
南
房
総

市
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣

市
町
と
連
携
を
取
り
、
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

◎ 

水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
、
市
道
路
線
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
質
疑
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
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一
般
質
問

事
業
で
は
、
福
祉
避
難
所
施
設

や
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
の
各
種

協
定
の
締
結
、
地
域
防
災
計
画

の
修
正
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

や
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
の
備
蓄
体
制
は
。

市
長
住
民
の
２
割
が
３
日

間
過
ご
せ
る
食
料

の
備
蓄
を
目
標
に
、
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
避
難

所
マ
ッ
ト
や
簡
易
ト
イ
レ
、
オ

ム
ツ
、
血
圧
計
な
ど
広
域
避
難

所
で
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
備

品
も
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
現

在
、
道
の
駅
の
コ
ン
ビ
ニ
化
を

進
め
、
災
害
時
に
道
の
駅
の
機

能
を
活
か
し
た
防
災
対
策
を
帰

宅
困
難
者
対
策
と
含
め
検
討
し

問
震
災
後
３
年
間
の
市
の

防
災
・
減
災
対
策
の

取
り
組
み
は
。

市
長
ハ
ー
ド
事
業
と
し

て
、
防
災
行
政
無
線

な
ど
各
種
通
信
手
段
の
整
備
、

橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、
法の
り
め
ん面

な
ど
の
点
検
及
び
補
修
工
事
、

海
岸
付
近
の
避
難
路
整
備
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト

木曽　貴夫議員

震
災
時
の
意
識
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
は

広
報
誌
に
よ
る
防
災
意
識
の
啓
発
、
専
門
家
や
被
災
者

を
招
い
て
の
防
災
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

て
い
ま
す
。

問
防
災
訓
練
、
避
難
訓

練
の
実
施
状
況
は
。

市
長
各
地
区
で
自
主
防

災
組
織
主
催
に
よ

る
避
難
訓
練
や
、
職
員
に
対
す

る
非
常
呼
集
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
小
中
学
校
で
登
下
校
時

の
避
難
訓
練
や
保
護
者
へ
の

引
き
渡
し
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
は
。

市
長
災
害
時
に
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

期
待
で
き
る
防
災
士
の
資
格

取
得
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
自

主
防
災
組
織
の
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

問
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
最

大
ク
ラ
ス
地
震
に
よ

る
21
・
５
メ
ー
ト
ル
の
津
波
へ

の
対
応
は
。

市
長
２
千
年
に
１
回
発

生
す
る
地
震
に
対

し
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、

現
実
性
が
低
い
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
発
生
率
が
高
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
避
難
訓

練
の
充
実
や
高
台
へ
の
避
難

路
整
備
な
ど
を
地
域
住
民
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

整備を進めている防災備蓄

白浜の津波避難訓練
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一
般
質
問

カ
所
中
44
カ
所
に
表
示
し
ま
し

た
。問

紙
に
海
抜
を
印
刷
し
、

透
明
フ
ィ
ル
ム
で
両

面
を
保
護
し
た
も
の
を
、
各
公

共
施
設
の
出
入
り
口
付
近
に
貼

れ
ば
、
費
用
も
さ
ほ
ど
か
か
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
各
施
設
の

１
階
付
近

に
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

問
一
時
避
難
場
所
は
、
雨

風
が
し
の
げ
る
所
を

選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
雨
風
が
し
の
げ
る
所

の
み
を
選
ぶ
こ
と

は
困
難
で
す
。

問
こ
の
灯
り
は
１
個

８
０
０
円
く
ら
い
で

買
え
る
と
思
う
。
夜
間
停
電
時

の
避
難
用
に
、
市
で
整
備
し
て

頂
き
た
い
。

　

住
宅
耐
震
改
修
工
事
へ
の
助

成
を
し
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長
現
段
階
で

は
助
成
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
地
震
の
想
定
が
、
平
成

19
年
度
の
ま
ま
で
死

者
が
１
人
だ
。
再
検
討
し
な
い

の
か
。

市
民
生
活
部
長
死
者
数
は

元
禄
地
震

の
想
定
で
す
。
国
の
機
関
の
結

果
な
の
で
、
再
検
討
は
し
ま
せ

ん
。問

各
避
難
場
所
や
、
公
共

施
設
に
海
抜
を
表
示

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
今
年
度
ま
で
に
避
難

所
看
板
を
３
２
１

安田美由貴議員

問
三
芳
の
一
時
避
難
場

所
は
、
す
べ
て
屋
内

が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
千

倉
は
、
大
貫
コ
ミ
セ
ン
以
外
す

べ
て
屋
外
が
指
定
さ
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

市
民
生
活
部
長
す
べ
て

屋
内
を

指
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
。問

台
風
や
寒
い
時
な
ど

は
、
屋
内
を
指
定
し

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。
和
田
は
、
建
物
が
あ
れ
ば

屋
内
と
屋
外
、
両
方
指
定
し
て

い
る
所
も
あ
る
。
千
倉
で
も
両

方
指
定
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
台
風
の
時

は
、
速
や

か
に
広
域
避
難
所
を
開
設
し
、

避
難
誘
導
し
ま
す
。

問
県
内
で
９
割
近
く
の

自
治
体
が
、
就
学
援

助
制
度
の
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る
が
、
載

せ
な
い
の
か
。

教
育
長
載
せ
ま
せ
ん
が
、

入
学
説
明
会
で

保
護
者
に
説
明
し
て
い
る
の

で
、
十
分
対
応
し
て
い
ま
す
。

太陽光で蓄電する灯り
（ガーデンソーラーライト）

市役所１階に設置された海抜表示

財
政
面
で
困
難
で
す

避
難
路
に
足
元
を
照
ら
す
太
陽
光
で
蓄
電
し
た
灯
り
を

設
置
し
て
は
ど
う
か

地
域
防
災
計
画
素
案

海
抜
表
示

一
時
避
難
場
所

就
学
援
助
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一
般
質
問

に
は
教
育
長
は
何
も
言
わ
ず
同

調
し
、
和
田
地
区
委
員
の
峰
金

谷
地
区
に
小
学
校
建
設
の
声
に

対
し
て
は
「
全
く
考
え
て
い
な

い
」
と
反
対
す
る
。
中
立
を
守

る
の
が
教
育
長
の
立
場
だ
と
考

え
る
。
戦
前
か
ら
続
い
て
い
る

教
育
を
高
め
る
思
想
は
住
民
の

心
に
宿
っ
て
い
る
。
峰
金
谷
地

区
は
朝
夷
小
学
校
と
同
じ
海
抜

15
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
後
方
に

は
高
さ
１
０
５
メ
ー
ト
ル
の
峰

山
が
あ
り
安
心
安
全
な
場
所

だ
。
学
校
の
な
い
町
を
作
っ
て

し
ま
う
事
は
平
等
性
に
欠
け
る

と
思
う
。

市
長
地
区
の
方
々
の
声
を

私
が
聞
く
こ
と
に

関
し
て
は
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
聞
い
て
い
ま
す
。
執
行

部
と
し
て
は
最
終
的
に
は
責
任

問
安
房
農
業
高
等
学
校

（
現
安
房
拓
心
高
等
学

校
）
は
、
元
県
議
会
議
員
の
笹

子
藤
太
氏
が
私
財
を
投
じ
て
誘

致
し
た
。
地
元
の
子
ど
も
達
に

高
度
な
学
習
を
与
え
人
材
育
成

を
図
っ
て
き
た
。和
田
地
区
は
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
の

連
携
を
図
り
教
育
に
力
を
注
い

で
き
た
。

　

学
校
再
編
検
討
委
員
会
に
お

い
て
丸
山
地
区
の
委
員
の
発
言

髙木　幹男議員

和
田
・
丸
山
地
区
学
校
再
編
に
つ
い
て
、

「
南
三
原
に
小
学
校
」
の
約
束
は
守
ら
れ
る
か

者
は
私
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
の
皆
さ
ん
に
議
案
と
し

て
提
案
し
、
議
会
の
承
認
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。問

茨
城
県
鉾ほ
こ
た田
市
は
、

南
房
総
市
と
同
じ
よ

う
に
東
京
か
ら
遠
い
所
に
あ

る
。
農
業
中
心
の
４
万
人
の
ま

ち
だ
が
、
子
ど
も
の
数
が
南
房

総
市
の
３
倍
く
ら
い
い
る
。
同

じ
不
便
な
と
こ
ろ
で
も
農
政

が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
多

く
の
住
民
が
農
業
に
よ
っ
て

所
得
を
上
げ
て
い
る
。
先
進
地

を
見
習
い
農
林
水
産
業
の
発

展
に
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
第
一
次
産
業

対
策
と
し
て
は
、
国
・
県
の
助

成
と
市
単
独
事
業
を
実
施
し
、

第
一
次
産
業
振
興
プ
ラ
ン
を

策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
の
農
業
農
村
対
策
へ
の

対
応
、
漁
村
の
再
生
や
地
域
活

性
化
に
向
け
た
事
業
展
開
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
の

取
り
組
み
と
成
果
は

南三原小学校

市の基幹産業である第一次産業
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一
般
質
問

問
防
災
行
政
無
線
で
、
訪

れ
た
人
に
は
旅
情
を
、

市
民
に
は
ふ
る
さ
と
意
識
を
育

む
、
郷
土
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流

す
考
え
は
な
い
か
。

市
長
チ
ャ
イ
ム
の
選
曲
に

つ
い
て
は
、
郷
土
に

由
来
す
る
曲
も
含
め
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
設
備
が
完
了
す
る
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
は
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
近
隣
市
町
村
の
現
状

は
。

市
長
過
去
10
年
間
で
の
事

例
は
、
館
山
市
、
鴨

問
仮
称
『
人
口
減
少
対
策

課
』
の
設
置
を
。

市
長
各
部
署
が
お
互
い
に

情
報
提
供
・
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
各
分
野
の
施
策

を
組
み
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
現

時
点
で
は
、
新
た
な
部
署
を
設

置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

　　貞夫議員

市
一
番
の
課
題
で
あ
る
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

川
市
で
そ
れ
ぞ
れ
１
件
、
鋸
南

町
で
は
返
還
事
例
な
し
と
の

こ
と
で
す
。

問
こ
れ
ま
で
の
返
還
事

例
は
。

市
長
平
成
19
年
度
に
中

山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
交
付
金
、
今
年
度
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
事
業
、
地
籍
調
査
事
業
負

担
金
を
返
還
し
ま
し
た
。

問
合
併
し
て
８
年
の
間

に
３
件
は
、
異
常
で

は
な
い
の
か
。

総
務
部
長
担
当
者
の
不

注
意
あ
る

い
は
理
解
不
足
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
等
に
も
不
十
分
な
点
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

体
制
の
改
善
な
ど
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
犯
罪
抑
止
効
果
が
期

待
で
き
、
市
民
の
安

心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

主
要
幹
線
道
路
の
交
差
点
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
。

市
長
広
い
地
域
の
中
で
、

ど
こ
に
ど
れ
だ
け

設
置
す
る
こ
と
が
効
果
的
な

の
か
検
証
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
先
行
事
例

等
を
基
に
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

防災行政無線親局

本庁舎の防犯カメラ

デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備
完
了

ま
で
に
は
決
定
し
た
い
と

思
い
ま
す

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
改
善
し

ま
す

先
行
事
例
等
を
基
に
研
究

し
て
い
き
ま
す
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

水道用石綿管の改修は、平成 33 年までに改
修を行う予定とのことだが、現在までの状
況は。

進捗率は、37％です。平成 24 年末で、16
路線の布設替えが完了します。国庫補助事
業の採択に向けて、計画的に取り組んでい
きます。

25 年度末の進捗率は 38.3％です。
単独事業で和田地区１路線の布設

替えが完了しました。約 15,700mの布設替えが
完了し、残りは約 25,300 ｍになります。26 年度
は新たに国庫補助事業が見込めるため、財源を有
効に活用し整備に努めたいと思います。

その後

水道用石綿管改修事業

スポーツのまちづくり基本計画につ
いて、市としての構想は。

合宿や大会誘致により、活気あるまち
づくり・人づくりを目指します。

南房総市の地域資源である温
暖な気候や豊かな自然、これ

までのスポーツ合宿のノウハウ等を活かし
たスポーツによるまちづくりの推進に向け
て、平成 25年６月に「南房総市スポーツの
まちづくり基本計画」を策定しました。

その後

追
跡
あの一般質問の行方は

　平成 24年 12月定例会で行われた一般質問です。
　その質問の一部について、その後の状況をお知らせする
コーナーです。



19 ／南房総  議会広報／第 32号

市
民
の
声

　ある日ふと南房総市の人口はどうなっている
んだろうと思い、市のホームページで人口統計
を調べてみました。なんと、平成 22年時点で
65歳以上の人口（高齢化率）が全体の 37％を
超えています。
　世界で一番高齢化が進む日本の平均が 24.1％
で、それを南房総市は遥かに上回るのですから
近い将来、各地域や集落を維持していくのも大
変になると心配になりました。
　しかし、だからこそ、現在そしてこれから地
域を支える若い世代を元気づける為に、この世
代をメインターゲットにした前向きで楽しい施
策やイベントを作ってほしいと思います。少し
くらい遊び心があってもいいじゃないですか。
年配の方には少し目をつぶっていただいて（笑）。
合併後 8年経ちますが、若い世代なら誰もが知
り合いかといえばそんなことはありません。新
たな取組みにより旧町村の垣根を越えて交流が
進めば、ヒトやモノ、コトが行き来し市内が活
性化します。受け身になりやすい高齢化社会に
とってもプラスです。
　過疎化だ田舎だと縮こまらず、交流を広げ人
を知ることも市民の豊かさに繋がると思うので、
ぜひご一考をお願いします。

高齢化社会だからこそ
若い世代を

前面に

　南房総市に越してきて、早1年が経ちました。
自然豊かで地元産の食べ物も豊富で、とても素
敵な土地だなぁと思います。
　ただ、1年生活してみて感じたことは、子ども
が遊べる場が少ないなぁ、ということです。公
園などの遊び場へは車でなければ行くことがで
きません。徒歩または自転車で気軽に行ける距
離に 1つでも公園があればなぁ、と日々感じて
います。
　私の住んでいる三芳地区は 9月から子ども園
になります。それにあたり、現幼稚園または保
育園の遊具（園庭）を公園として残すことはで
きないでしょうか。また、現在月 1回の園庭解
放の日数を増やすことはできないでしょうか。
園庭解放日を増やすことは、未就園児に遊びの
場を提供し、体力の向上を図るだけでなく、入
園への抵抗を減らし、スムーズな園生活をスター
トさせるうえでも有効な手段ではないかと思い
ます。
　子ども達の体力低下が叫ばれている現代、子
ども達が外でのびのびと遊べる環境、スペース
を確保してあげることも必要だと思います。ぜ
ひご検討下さい。

加藤　絵美さん
（三芳地区）

小川　伸二さん
（白浜地区）

　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまち
づくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集して
います。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地
　　　　　　　議会広報編集特別委員会

TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

子どもがのびのびと遊べる環境を
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新
広
報
編
集

委
員
紹
介

　

こ
の
た
び
の
改
選

で
広
報
編
集
特
別
委

員
会
も
構
成
が
変
わ

り
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
か
ら
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
よ
り
分

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
長　
　

川
上　
　

清

副
委
員
長　

峯　
　

隆
司

委
員　
　
　

飯
田　

彰
一

　
　
　
　
　

長
谷
川　

博

　
　
　
　
　

川
﨑　

愼
一

　
　
　
　
　

安
田 

美
由
貴

　
　
　
　
　

平
川　

幸
男

　
　
　
　
　

阿
部
美
津
江

更なる市政発展に
　　向けての新体制

議
会
議
長
　
　
　
栗
原　

保
博

副
議
長
　
　
　
　
鈴
木　

直
一

常
任
委
員
会
　
　

総
務
委
員
会
（
７
人
）

　

委
員
長　
　
　

髙
木　

幹
男

　

副
委
員
長　
　

川
﨑　

愼
一

　

委　

員　
　
　

木
曽　

貴
夫

　
　
　
　
　
　
　

羽
山　

和
夫

　
　
　
　
　
　
　

川
名　

晴
作

　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

彰
一

　
　
　
　
　
　
　

平
川　

幸
男

福
祉
委
員
会
（
７
人
）

　

委
員
長　
　
　

青
木　

建
二

　

副
委
員
長　
　

長
谷
川　

博

　

委　

員　
　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　
　
　

川
上　
　

清

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

　
　
　
　
　
　
　

安
田
美
由
貴

　
　
　
　
　
　
　

阿
部
美
津
江

産
業
委
員
会
（
６
人
）

　

委
員
長　
　
　

寺
澤　

利
郎

　

副
委
員
長　
　

峯　
　

隆
司

　

委　

員　
　
　

真
木　

利
幸

　
　
　
　
　
　
　

　
　

貞
夫

　
　
　
　
　
　
　

関　
　

壽
夫

　
　
　
　
　
　
　

栗
原　

保
博

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
（
７
人
）

　

委
員
長　
　
　

羽
山　

和
夫

　

副
委
員
長　
　

飯
田　

彰
一

　

委　

員　
　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　
　
　

寺
澤　

利
郎

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

建
二

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

博

　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

幹
男

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
（
１
人
）

　
　
　
　
　
　
　

青
木　

建
二

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
議
員
（
２
人
）

　
　
　
　
　
　
　

関　
　

壽
夫

　
　
　
　
　
　
　

栗
原　

保
博

三
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員

（
４
人
）

　
　
　
　
　
　
　

真
木　

利
幸

　
　
　
　
　
　
　

川
名　

晴
作

　
　
　
　
　
　
　

関　
　

壽
夫

　
　
　
　
　
　
　

阿
部
美
津
江

鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合

議
会
議
員
（
５
人
）

　
　
　
　
　
　
　

木
曽　

貴
夫

　
　
　
　
　
　
　

　
　

貞
夫

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

博

　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

愼
一

333333期期期期期期期期期目目目目目目目目目始始始始始始始始始動動動動動動動動動333333期期期期期期期期期目目目目目目目目目始始始始始始始始始動動動動動動動動動

新たな南房総市議会の構成は、以下の通りとなります。

議
会
構
成


